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ディプロマ・ポリシー

（学位授与の方針）

卒業時までに

身につけるべき能力

医師として必要な専門

分野の学問内容の知

識を修得している。

卒後臨床研修に備え

て、医療倫理や医療

法制・医療経済、医療

安全やEBM、医学に

おける科学的手法な

どについての実践的

な知識を有している。

自然科学にとどまらな

い医療人としての幅広

い教養、マナーや一

般常識を身につけて

いる。

分子レベルから集団レ

ベルまでの生命現象

を解明する適切な方

法を指摘し、明らかと

なった現象を簡潔に

表現して第三者に伝

えることができる。

患者と家族の身体的・

心理的・社会的な健

康状態および疾病の

状態を把握し、情報を

総合することによる適

確な判断に基づいて、

必要な行動を示すこと

ができる。

都市部から中山間地

域や島嶼部までを包

含する地域に関心を

持ち、将来従事する

医療の領域に関わら

ず医師として社会に貢

献する意欲をもってい

る。

少子高齢化、医療の

国際化、健康障害の

多様化など、様々な社

会の医療ニーズの変

化に対応して、適切な

方法で最新の医学知

識や医療情報を収集・

整理し、生涯を通して

自ら学び向上する意

欲を持つことができ

る。

豊かな人間性を涵養

し、医師としての自覚と

責任、適切な倫理観

をもって、患者から学

ぶ姿勢で行動すること

ができる。

医学の進歩のために

基礎・社会医学と臨床

医学との両面での研

究が不可欠であること

を認識し、自らも研究

マインドをもって医療を

行うことができる。

基礎的な医療行為を

患者にも自らにも安全

に実施することができ

る。

患者・家族や保健・医

療・福祉チームの多様

なメンバーと良好な�コ

ミュニケーション（簡単

な英語によるものを含

む）をとり、チームの一

員としての役割を主体

的に果たすことができ

る。

６年次、臨床実習終了時

６年間で学んだ知識、

特に２年間の臨床実

習学んだ知識を元に、

common diseasesの診

療のための適切な臨

床推論ができる。

医療倫理や医療法

制・医療経済、医療安

全やEBMについて、

臨床実習で経験した

事例に基づいて具体

的、実践的に述べるこ

とができる。

学内外の医療機関で

自らが患者を担当する

際、Student Doctorと

して適切な服装やマ

ナーについて自ら考

え、実践することがで

きる。

学内外で自らが担当し

た症例について、収集

した身体所見や臨床

検査の結果を整理し、

今後の診療方針を立

案した上で、問題指向

型診療記録形式で電

子カルテに適切に記

載できる。

学内外で自らが担当し

た症例について、必要

な身体診察を行い、そ

の結果に基づいて必

要な臨床検査を挙

げ、得られた所見を総

合して適切な鑑別診

断を行い、さらに今後

の診療方針を立案す

ることができる。

愛媛県内の医療機関

において自ら患者を担

当した経験を元に、地

域社会からの期待を

意識しつつ、自らが将

来従事する医療の領

域に関わらず医師とし

て社会に貢献するた

めのプランを述べるこ

とができる。

学内外の医療機関で

の経験を踏まえ、最新

の医学知識や医療情

報を収集・整理する

（海外からの情報を含

む）とともに、学んだ知

識を元にそれらの情報

を批判的に評価するこ

とができる。

生涯を通して自ら学び

向上するための、初期

臨床研修や専門研修

を含むキャリアプランを

立てることができる。

学内外の医療機関で

勤務する様々な職種

の医療スタッフらから

適切な指導を受けつ

つ、病室等で積極的

に患者に接することが

できる。

医師になる者としての

自覚と責任感を持ち、

患者から学ぶ姿勢で、

謙虚に自らを律して行

動できる。

学内外の医療機関に

おいて自ら患者を担

当した経験を元に、未

だに未解明で研究の

推進が必要と思われる

領域や項目を指摘す

ることができる。

臨床実習を通して身

につけた基礎的な医

療行為を、患者にも自

らにも安全に実施でき

る。

学内外の医療機関で

自ら担当した患者やそ

の家族に対して、相手

の苦痛や感情ならび

にプライバシーに配慮

しつつ、わかりやすい

言葉を使って医療情

報を説明することがで

きる。その際、医療

チームのスタッフに適

切な助言を求めること

ができる。

国内外の臨床実習

で、留学生等と英語で

医学や医療に関する

事項について簡単な

議論をする機会を持

つことが望ましい。

対応する科目等

【各科目の成績】

東洋医学、症候学

【臨床実習の成績

（レポート、試問、等）】

臨床実習

【統合型卒業試験と

pccOSCEによる総括

的評価】

【各科目の成績】

症候学

【臨床実習の成績

（レポート、試問、等）】

臨床実習

【統合型卒業試験と

pccOSCEによる総括

的評価】

【臨床実習の成績

（レポート、試問、等）】

臨床実習

【統合型卒業試験と

pccOSCEによる総括

的評価】

【卒業予定者アンケー

ト回答時の自己評価】

【臨床実習の成績

（レポート、試問、等）】

臨床実習

【統合型卒業試験と

pccOSCEによる総括

的評価】

【臨床実習の成績

（レポート、試問、等）】

臨床実習

【統合型卒業試験と

pccOSCEによる総括

的評価】

【臨床実習での評価

（実習態度、等）】

臨床実習（特に、県内

連携病院や学内での

選択実習を、主体的

に計画し実施する）

【卒業予定者アンケー

ト回答時の自己評価】

【臨床実習での評価

（実習態度、等）】

臨床実習（県内連携

病院での実習を含む）

臨床科でのカンファレ

ンス等への参加

【卒業予定者アンケー

ト回答時の自己評価】

【臨床実習での評価

（実習態度、等）】

臨床実習（県内連携

病院での実習を含む）

【卒業予定者アンケー

ト回答時の自己評価】

【臨床実習での評価

（実習態度、等）】

臨床実習（県内連携

病院での実習を含む）

ＣＰＣへの参加

【卒業予定者アンケー

ト回答時の自己評価】

【臨床実習での評価

（実地試験、等）】

臨床実習

【統合型卒業試験と

pccOSCEによる総括

的評価】

【卒業予定者アンケー

ト回答時の自己評価】

【臨床実習での評価

（360°評価、等）】

臨床実習

【統合型卒業試験と

pccOSCEによる総括

的評価】

【卒業予定者アンケー

ト回答時の自己評価】

５年次、導入型実習終了時

症候学等の講義と導

入型臨床実習で学ん

だ知識を元に、病棟や

外来で担当した患者

に関する臨床推論が

できる。

臨床実習における医

療安全について、具

体的な臨床現場を想

定して留意すべき項

目を列挙できる。

病棟や外来での実習

において、Student

Doctorとして適切な服

装やマナーについて

自ら考え、実践するこ

とができる。

病棟や外来で経験し

た症例や症候につい

て、収集した身体所見

や臨床検査の結果を

整理し、問題指向型

診療記録形式で電子

カルテに記載できる。

病棟や外来で経験し

た症例について、必要

な身体診察を行い、そ

の結果に基づいて必

要な臨床検査を挙

げ、得られた所見を総

合して適切な鑑別診

断を行うことができる。

病棟回診時のサマリー

の作成及び発表を行う

ことができる。

地域サテライトセン

ターでの臨床実習で

の経験を元に、愛媛県

内の地域医療の課題

と解決へのアプローチ

を述べることができる。

最新の医学知識や医

療情報を収集・整理す

る（EBMのための情報

を含む）とともに、学ん

だ知識を元にそれらの

情報を批判的に評価

することができる。

患者から学ぶ姿勢を

示し、教員らから適切

な指導を受けつつ、病

室等で積極的に患者

に接することができる。

病棟や外来での経験

を元に、未だに未解明

で研究の推進が必要

と思われる領域や項

目を指摘することがで

きる。

臨床実習前までに学

んだ医療面接や身体

診察などの医療行為

を、患者にも自らにも

安全に実施できる。さ

らに、自ら行った医療

行為を振り返り、改善

すべき点を列挙するこ

とができる。

医療面接による外来

患者の予診票を作成

できることが望ましい。

病棟や外来で接する

患者やその家族に対

して、相手の苦痛や感

情ならびにプライバ

シーに配慮しつつ、わ

かりやすい言葉を使っ

て話すことができる。

その際、指導にあたる

教員らに適切な助言

を求めることができる。

国内外の臨床実習

で、留学生や患者と英

語で基本的なコミュニ

ケーションをとる機会

を持つことが望ましい。

対応する科目等

【各科目の成績】

東洋医学、症候学

【臨床実習の成績

（レポート、試問、等）】

臨床実習

【各科目の成績】

医療と法律、症候学

【臨床実習の成績

（レポート、試問、等）】

臨床実習

【各科目の成績】

人間と医療

【臨床実習の成績

（レポート、試問、等）】

臨床実習

【自己評価と学生同士

の相互評価、それらに

対する教員からの形

成的評価】　臨床実習

【各科目の成績】

症候学

【各臨床科での電子カ

ルテ入力の評価】

臨床実習

【各科目の成績】

症候学

【臨床実習の成績

（レポート、試問、等）】

【病棟カンファレンスで

等の発表】

臨床実習

【臨床実習での評価

（実習態度、等）】

臨床実習（地域サテラ

イトセンターを含む）

【学生の自己評価とそ

れに対する教員からの

形成的評価】

臨床実習

【臨床実習での評価

（実習態度、等）】

臨床実習

臨床科でのカンファレ

ンス等への参加

【学生の自己評価とそ

れに対する教員からの

形成的評価】

臨床実習

【各科目の成績】

人間と医療

【臨床実習での評価

（実習態度、等）】

臨床実習

【学生の自己評価とそ

れに対する教員からの

形成的評価】

臨床実習

【臨床実習での評価

（実習態度、等）】

臨床実習

病理解剖の見学

【学生の自己評価とそ

れに対する教員からの

形成的評価】

臨床実習

【臨床実習の成績

（レポート、試問、等）】

【各臨床科での電子カ

ルテ入力の評価】

臨床実習

【学生の自己評価とそ

れに対する教員からの

形成的評価】

臨床実習

【臨床実習の成績

（レポート、試問、等）】

臨床実習（地域サテラ

イトセンターを含む）

【自己評価と学生同士

の相互評価、それらに

対する教員からの形

成的評価】

臨床実習

４年次、臨床実習直前

社会医学系ならびに

臨床医学系で学んだ

知識を統合した上で、

それらが実際の医療

や保健活動にどのよう

につながるか、患者の

診療においてどのよう

に活用できるか、具体

的に説明できる。

医療倫理や医療法

制・医療経済、国際医

療や国際保険、医療

安全やEBMについ

て、具体例を挙げて説

明できる。

これまで学んだ医学の

知識を元に、生命現

象を把握するための

科学的手法につい

て、具体例を挙げて説

明できる。

診断学実習やpreBSL

で学んだことを元に、

病棟や外来で留意し

なければらない服装

やマナーについて自

ら考えた上で確実に

身につけ、実践するこ

とができる。

医学のテーマについ

て英語で意見を述べ、

ディスカッションができ

ることが望ましい。

典型的な症例につい

て、想定される症状、

身体所見や行うべき

臨床検査を挙げ、患

者情報を整理して電

子カルテに記載できる

（個人情報の扱い方、

医療情報システムの

仕組みの理解を含

む）。

主要な疾患の発症に

関わる分子機構につ

いて説明できる。

典型的な症例につい

て、基本的な医療面

接や身体診察を行

い、その結果に基づい

て必要な臨床検査を

挙げ、得られた情報と

所見を総合して、適切

な鑑別診断を行うこと

ができる。

愛媛県内の都市部か

ら中山間地域や島嶼

部において、それぞれ

の地域医療に関心を

持ち、その課題を具体

的に述べることができ

る。

社会医学系ならびに

臨床医学系で学んだ

知識を元に、近年の国

内および国際社会の

変化に応じて変化し

た、ないし変化すべき

医学・医療のあり方に

ついて、自ら収集した

情報も合わせて考察

し、考えを述べることが

できる。

白衣授与式での学生

宣誓の内容を踏まえ、

臨床実習に臨む上で

の心構えを述べること

ができる（医療チーム

の一員としての必要な

知識と行動の自覚、ダ

イバーシティーへの配

慮、等を含む）。

社会医学系ならびに

臨床医学系の科目で

学んだ知識を元に、未

だに未解明で研究の

推進が必要と思われる

領域や項目を指摘し、

アプローチの方法を議

論することができる。

診断学実習で学んだ

医療面接や医療行為

を、模擬患者やシミュ

レータで自分にも周囲

にも安全に実施でき

る。

診断学実習で学んだ

医療スタッフ間の連携

や声かけの例を指摘

し、模擬患者やシミュ

レータでそれらを実施

できる。

対応する科目等

【各科目の成績】

臨床系科目、preBSL

【共用試験CBTによる

総括的評価】

【preBSL時の自己評

価とそれに対する教員

からの形成的評価】

【各科目の成績】

公衆衛生学、法医学

prePBL

【preBSL時の自己評

価とそれに対する教員

からの形成的評価】

【各科目の成績】

診断学実習、prePBL

（医科学研究ⅡⅢⅣ、

医学英語Ⅱ、他）

【共用試験OSCEによ

る総括的評価】

【preBSL時の自己評

価とそれに対する教員

からの形成的評価】

【各科目の成績】

診断学実習、prePBL

【共用試験

（CBT/OSCE）による

総括的評価】

【preBSL時の自己評

価とそれに対する教員

からの形成的評価】

【各科目の成績】

診断学実習、preBSL

【共用試験

（CBT/OSCE）による

総括的評価】

【preBSL時の自己評

価とそれに対する教員

からの形成的評価】

【各科目の成績】

地域医療学、

臨床系科目、

preBSL

【preBSL時の自己評

価とそれに教員からの

形成的評価】

【各科目の成績】

臨床系科目、

prePBL

【preBSL時の自己評

価とそれに対する教員

からの形成的評価】

【各科目の成績】

臨床系科目、

prePBL、

白衣授与式

【preBSL時の自己評

価とそれに対する教員

からの形成的評価】

【各科目の成績】

臨床系科目、

prePBL

【preBSL時の自己評

価とそれに対する教員

からの形成的評価】

【各科目の成績】

診断学実習、prePBL

【共用試験OSCEによ

る総括的評価】

【preBSL時の自己評

価とそれに対する教員

からの形成的評価】

【各科目の成績】

診断学実習、prePBL

【共用試験OSCEによ

る総括的評価】

【preBSL時の自己評

価とそれに対する教員

からの形成的評価】

３年次、前学期終了時

評価項目を【】内に示す

基礎医学系科目で学

んだ知識を統合した上

で、それらが臨床医学

（疾患の理解）にどのよ

うにつながるか、患者

の診療においてどのよ

うに活用できるか、さら

に今後の医学・医療の

発展にどのように寄与

し得るかについて、具

体的に説明できる。

臨床研究を自ら被検

者として体験し、医療

倫理について説明す

ることができる。

臨床研究や診療に不

可欠な、診療に関する

記録や個人情報に関

わる法律、制度、ガイ

ドラインを、どのように

解釈し適用するべき

か、具体的な事例を挙

げて説明できる。

解剖体慰霊祭に参加

し、ご遺族や献体登録

者に接する際の適切

な服装やマナーにつ

いて自ら考え、行動す

ることができる。

分子レベルから集団レ

ベルまでの生命現象

を、形態・機能・物質・

情報のそれぞれの視

点から把握するための

科学的手法につい

て、具体例を挙げて説

明できる。

実験・実習で扱った生

命現象について、使

用した方法の特徴を

踏まえて、第三者にも

分かりやすい、簡潔で

適切なレポートを書く

ことができる。

健康な人体における

各臓器の状態につい

て、形態・機能・物質・

情報の視点を総合し

て理解している。ま

た、健康な状態から疾

病に至るプロセスにつ

いて、病理学の視点か

ら述べることができる。

ロールプレイ実習を通

して、医師・患者の役

割を疑似体験し、患者

に適切な薬の説明を

することができる。

医療人としての先輩達

の経験談を元に、将来

起こりうるライフイベント

も考慮して、医師とし

て働くことへの志望や

意欲について述べるこ

とができる。

基礎医学系科目で学

んだ知識を元に、近年

の国内および国際社

会の変化に応じて変

化した、ないし変化す

べき医学・医療のあり

方について、自ら収集

した情報も合わせて考

察し、考えを述べるこ

とができる。

解剖体慰霊祭での経

験や先輩医療人達の

経験談を元に、医師に

なる者としての自らの

強みと改善点を列挙

し、よりよく改善するた

めの目標を設定でき

る。

基礎医学系科目で学

んだ知識を元に、未だ

に未解明で研究の推

進が必要と思われる領

域や項目を指摘する

ことができる。

病原生物学を扱うため

の器具を含めた種々

の実験器具を、自分に

も周囲の学生教職員

にも安全に、正しく使

用することができる。

BLS（一次救命処置）

を正しく実施すること

ができる。

基本的な医学英語を

正しく和訳・英訳でき

る。医学・医療のテー

マについて、英語で短

い文章（パラグラフ）を

書くことができる。

グループでの実習の

経験を通じて得ること

ができた、クラスメート

とのチームワークを円

滑に行うためのスキル

について、具体的に述

べることができる。

対応する科目と評価の方法

【各科目の成績】

病理学を含む基礎系

科目

【各科目の成績】

病理学を含む基礎系

科目、医用電子

薬理学カフェイン実習

【各科目の成績】

解剖実習、社会と医療

解剖体慰霊祭へ出席

【学生の自己評価とそ

れに対する教員からの

形成的評価】

【各科目の成績】

病理学を含む基礎系

科目(実習を含む）

【各科目の成績】

病理学を含む基礎系

科目

薬理学ロールプレイ実

習

【各科目の成績】

社会と医療

【学生の自己評価とそ

れに対する教員からの

形成的評価】

【各科目の成績】

社会と医療、病理学を

含む基礎系科目

【学生の自己評価とそ

れに対する教員からの

形成的評価】

【各科目の成績】

社会と医療

解剖体慰霊祭へ出席

【学生の自己評価とそ

れに対する教員からの

形成的評価】

【各科目の成績】

社会と医療、病理学を

含む基礎系科目

【学生の自己評価とそ

れに対する教員からの

形成的評価】

【各科目の成績】

応急措置

基礎医学系の実習

【学生の自己評価とそ

れに対する教員からの

形成的評価】

【各科目の成績】

医学英語

【レポートの評価と

フィードバック】

多職種合同授業

１年次、学年末

評価項目を【】内に示す

分子から集団までを包

含する生命現象につ

いて、その階層性を理

解し、それぞれの階層

ごとに学んだ医学知識

（心理学・行動科学を

含む）を整理して述べ

ることができる。

統計学的手法を含む

医学研究の方法論に

ついて、具体的に説

明できる。

英文文献を読んでそ

の要旨や論点を述べ

ることができる。

共通教育で学んだ内

容について、将来医

師として働く際にそれ

らがどのように役立つ

かを、具体的に述べる

ことができる。

患者やその家族と接

する際のマナーにつ

いて、医療現場での体

験を通して学んだこと

を述べることができる。

分子から集団までを包

含する生命現象を理

解するために、形態・

機能・物質・情報さら

に統計学的な観点が

あることを、具体例を

示して説明できる。

自らの日々の健康状

態を把握し、記録をつ

けることで自己管理が

できる。

実際の医療現場で、

学生でも実施可能な

行為を判断し、実践す

ることができる（シミュ

レーターを含む）。

初年次に学んだ内容

や実際の医療現場で

の体験を通して培われ

た、将来医師として働

くことへの志望や意欲

について述べることが

できる。

医学や医療に関する

テーマについて、共通

教育で学んだ内容も

含めて考察し、必要な

資料を収集して、学術

的な様式でレポートを

書くことができる。

自らの将来のキャリア

について、初期臨床

研修まで見通したプラ

ンを立てることができ

る。

初年次に学んだ内容

や実際の医療現場で

の体験を通して培われ

た、将来医師として働

くことへの自覚や責任

感について述べること

ができる。

自ら行った研究内容

について、科学的な様

式でレポートを書くこと

ができる。自らの研究

成果が将来の医学や

医療にどのように貢献

し得るかについて、展

望を述べることができ

る。

衛生的手洗いや手指

消毒、正しいマスクの

付け方を日常生活で

実践できる。

救急医療の初期対応

について具体的に説

明できる。AEDを正し

く使うことができる。

コミュニケーションにお

ける言語的要素と非

言語的要素につい

て、具体的に説明し、

日常生活の中で実践

できる。

実際の医療現場で、

学生でも可能な行為

を実践できる。自らが

体験した医療現場で

の多職種協働の様子

を説明できる。

対応する科目と評価の方法

【各科目の成績】

基礎医学展望Ⅰ＆Ⅱ

分子細胞生物学

医学統計学

【学生の自己評価とそ

れに対する教員からの

形成的評価】

【各科目の成績】

基礎医学展望Ⅰ

医学統計学

医科学研究Ⅰ

【学生の自己評価とそ

れに対する教員からの

形成的評価】

【各科目の成績】

基礎科目、教養科目

【病棟等での早期医療

体験実習の評価、自

己評価と相互評価】

早期医療体験実習

【自己評価と学生同士

の相互評価、それらに

対する教員からの形

成的評価】

【各科目の成績】

基礎医学展望Ⅰ＆Ⅱ

分子細胞生物学

医学統計学

【レポートの評価】

医科学研究Ⅰ

【学生の自己評価とそ

れに対する教員からの

形成的評価】

【各科目の成績】

こころと健康、スポーツ

早期医療体験実習

新入生セミナー実習

【学生の自己評価とそ

れに対する教員からの

形成的評価】

【各科目の成績】

新入生セミナー

【レポートの評価と

フィードバック】

早期医療体験実習

【学生の自己評価とそ

れに対する教員からの

形成的評価】

（新入生ガイダンス）

【各科目の成績】

教養科目(群)

情報リテラシー入門

こころと健康、スポーツ

【レポートの評価と

フィードバック】

新入生セミナー

【学生の自己評価とそ

れに対する教員からの

形成的評価】

【各科目の成績】

新入生セミナー

【レポートの評価と

フィードバック】

早期医療体験実習

【学生の自己評価とそ

れに対する教員からの

形成的評価】

（新入生ガイダンス）

【レポートの評価と

フィードバック】

医科学研究Ⅰ

【学生の自己評価とそ

れに対する教員からの

形成的評価】

【早期医療体験実習

やAED実習の評価】

新入生セミナー実習

早期医療体験実

【自己評価と学生同士

の相互評価、それらに

対する教員からの形

成的評価】

【各科目の成績】

（共通教育の）英語

新入生セミナー

【レポートの評価と

フィードバック】

早期医療体験実習

【自己評価と学生同士

の相互評価、それらに

対する教員からの形

成的評価】

2022年版　愛媛大学医学部医学科

ディプロマポリシーとマイルストーン

技能・表現知識・理解 思考・判断 興味・関心・意欲 態度

各項目に対応する科目と総括的評価、

ならびに学生の省察・自己評価

（と形成的評価）等の実施時期
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